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------------------------------------------------------------------- 

日本労働社会学会事務局（第21期） 

〒240-8501  神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台79‐4 

横浜国立大学経営学部 小川 慎一（おがわ・しんいち） 

Tel & Fax: 045-339-3767 E-mail: sogawa@ynu.ac.jp 

学会HP: http://www.jals.jp  

 

※事務局担当が笹原恵先生（静岡大学）から、小川慎一（横浜国立大学）へ 

引き継がれました。慣れない点もありご迷惑をかけることもありそうですが、 

よろしくお願いします。 

------------------------------------------------------------------- 

★会費納入★恐れ入りますが学会費の納入は、現金書留ではなく、下記の口座 

までお願いします。 

【郵便振替口座】口座番号： 00150-1-85076  加入者名： 日本労働社会学会 

【銀行振込口座】三菱東京UFJ銀行 浜田山出張所 

口座番号： 普通預金 0411742  口座名： 日本労働社会学会 榎本環 

◆年会費 学生・院生会員：6,000円 ／ 一般会員：10,000円 

------------------------------------------------------------------- 

今後の日程： 

ブラウォイ研究会：2008年11月24日（月・休日）12時～14時30分 

（カリフォルニア大学バークレー校、マイケル・ブラウォイ教授を囲む研究会） 

於：明治大学駿河台研究棟会議室  ※詳細は幹事会報告をご覧ください。 

  主催：日本労働社会学会、一橋大学フェアレイバー研究教育センター、 

法政大学大原社会問題研究所、明治大学労働教育メディア研究センター 

 

次回幹事会 2008年12月6日（土） 

拓殖大学（文京区、地下鉄・茗荷谷駅下車）D館６階第2会議室 

※時間は決まり次第追って通知します。 

------------------------------------------------------------------- 
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------------------------------------------------------------------- 

Ⅰ．研究例会報告者の急募 

2008年12月6日（土）の研究例会での報告者を急募いたします。 

ふるってご応募ください。 

日時：2008年12月6日（土） 幹事会終了後 

※時間は決まり次第追って通知します。 

会場：拓殖大学（文京区、地下鉄・茗荷谷駅下車）D館６階第2会議室 

応募締め切り：11月21日（金）までに、例会担当・神谷までメールにてご連絡ください。 

（kamiya@mx.ibaraki.ac.jp） 

※研究例会での発表は1報告あたり報告と質疑で70分程度です。 

※通常の例会参加者は10～20人程度です。次回は幹事会引き継ぎ後の例会 

になります。もう少し参加者が多くなる見込みです。 

------------------------------------------------------------------- 



Ⅱ．ブラウォイ研究会 

”Manufacturing Consent: Changes in the Labor Process under Monopoly 
Capitalism”（1979）の著作で知られ、近年Public Sociologyを提唱されている、 
マイケル・ブラウォイ教授をお招きして、研究会が開催されます。ご関心のある方は 

奮ってご参加ください。 

 

１）カリフォルニア大学バークレー校、マイケル・ブラウォイ教授を囲む研究会の開催 

開催日時：11月24日（月・休日） 12時～14時30分 

開催場所：明治大学駿河台研究棟会議室（参加者50名余を予定） 

主催：日本労働社会学会、一橋大学フェアレイバー研究教育センター、 

法政大学大原社会問題研究所、明治大学労働教育メディア研究センター 

 

２）講演の内容 

 ブラウォイ教授の40年にわたる労働研究の推移から、社会学者の社会運動へ  

の関与を主張する最近のpublic sociologyへの展開、および市場万能の今日に 

おける労働研究の 意義と可能性を論じてもらう。 

 当日の司会進行は京谷栄二会員、報告内容の要約と説明は鈴木玲会員が 

担当する（同時通訳ではない）。 

 

３）紹介サイト 

法政大学大原社会問題研究所サイトに同研究会の案内がPDFファイルで 

掲載されていますのでご参照ください。 

http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/notice/Burawoy.pdf 

入り口は研究所のトップページの「お知らせ」です。「国際交流研究会」とは、 

大原社研が海外からの研究者を招いて研究会を行うときに使う名称です。 

PDFファイルに他の機関のサイトからリンクしても構いません。 

（法政大学大原社会問題研究所・鈴木 玲 会員） 

------------------------------------------------------------------- 

以上 


